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都道府県別死因の分析結果について   

1．標準化死亡比（SMR）について  

標準化死亡比においては、平成15年、平成16年及び平成17年の各年の人口動態   

統計（年報 厚生労働省大臣官房統計情報部）の死亡数及び各年の推計人口（総務   

省 統計局。ただし、平成17年については国勢調査）を用いた。  

2．対象疾患   

以下の傷病を対象とした。  

（1）脳血管疾患（2）心疾患   （3）糖尿病 （4）胃がん  

（5）肺がん   （6）大腸がん  （7）子宮がん（8）乳がん  

（9）肝がん   （10）前立腺がん（11）肺炎  

3．結果   

（1）各都道府県別の標準化死亡比について（男女別）  

（2）標準化死亡比にみる各都道府県別の特徴  
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＊標準化死亡比（standardizedmortalityratio：SMR）  

（1）資 料  

標準化死亡比においては、平成15年、平成16年及び平成17年の各年の人口動態  

統計（年報厚生労働省大臣官房統計情報部）の死亡数及び各年の推計人口（総務  

省 統計局。ただし、平成17年については国勢調査）を用いた。  

（2）標準化死亡比（SMR）の計算方法  

D  
xl0000 SMR＝  

∑pidi   

D：当該自治体死亡数  

pi：当該自治体5歳階級別人口  

各年の全国5歳階級死亡数  di：基準死亡率＝   
各年の全国5歳階級別人口  

＊標準化死亡比は、基準死亡率（di）を当該自治体5歳階級別人口（pi）に乗じて  

総和したものを期待死亡数（∑pidi）として、それに対する当該自治体死亡数（D）と  

の比で表している。  

実際の死亡数  
× 100  SMR＝   

期待死亡数  

（3）標準化死亡比について  

死亡率は通常年齢によって大きな違いがあることから、異なった年齢構成を持つ  

地域別の死亡率をそのまま比較することはできない。比較を可能にするためには標   

準的な年齢構成に合わせて、地域別年齢階級別の死亡率を算出して比較する必  

要がある。  

標準化死亡比は、基準死亡率（人口10万対の死亡数）を対象地域に当てはめた  

場合に、計算により求められる期待される死亡数と実際に観察された死亡数とを比  
較するものである。我が国の平均を100としており、標準化死亡比が100以上の場  
合は我が国の平均より死亡率が多いと判断され、100以下の場合は死亡率が低い  

と判断される。  

標準化死亡比は、基準死亡率と対象地域の人口を用いれば簡単に計算できるの  

で地域別の比較によく用いられる。  
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（参考）  

A県  死亡率：23．6（人口千対）  SMR：111．3  

＊標準化死亡比（SMR）の計算  

年齢階級   人口構成   死亡期待数   実際の死亡数  SMR   

0－14   1，250（14．2％）   28 （12．50×2．2）  

15－64   6，224（70．8％）  5，695 （62．24×91．5）  
65－   1，315（15．0％）  12，888（13．15×9弧1）  
計   8，789   18，611   20，716   111．3   
※ 基準死亡率が10万対となっているので、人口も10万単位として計算  

B県  死亡率：25．5（人口千対）   SMR：96．6  

＊標準化死亡比（SMR）の計算  

年齢階級   人口構成   死亡期待数   実際の死亡数  SMR   

0－14   157（14．0％）   3   （1．57×2．2）  

15－64   731（65．2％）   699  （7．31×91．5）  

65－   233（20．8％）  2，284 （2．33×980．1）  

計   1，121   2，956   2，856   96．6   

※ 基準死亡率が10万対となっているので、人口も10万単位として計算  

基準死亡率  

年齢階級  （人口10万対）   
0－14   2．2   
15－64   91．5   
65－   980．1   

（4）基準死亡率  

基準死亡率は以下のとおりである  

人口10万対死亡率  

死因名  平成15年  平成16年  平成17年  

男   男   男   女   

脳血管疾患   102．2  105．8  98．8  103．2  102．5  106．1   
心疾患   126．0  125．5  124．4  125．6  135．3  136．7   

糖尿病   10．9   9．5  10．7   9．1   11．5   9．9   

胃がん   51．8   26．7  52．7   27．1   52．6   27．1   
肺がん   67．2   23．3   70．5   24．5   72．8   25．9   

大腸がん   33．9   27．5   35．1   27．8   35．7   28．6   

肝がん   38．0   16．6   37．6   17．0   37．4   17．0   

子宮がん  8．2  8．4  8．2   

乳がん  15．1  16．1  16．4   

前立腺がん   13．6  14．2  14．9  

肺炎   81．6   68．1   82．4   67．6   92．3   76．5   
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都道府県別標準化死亡比（SMR）  

脳血管疾患（女）  

平成17年  
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木手野城森島形馬児田 口潟知城重岡取菓知玉阜山山崎国鳥京分歌梨媛井川奈賀都海鳥川賀庫良崎阪本根岡縄  
県県県県県県県県島県県県県県県県県県県県県県県県  県都県山県県県県川県府道県県県県県県府県県県県  

県  県  

平成16年  

0
 
 
0
 
 

0
0
 
8
0
 
 

青長栃岩秋山宮福鹿茨埼高群新島干山岐三富宮静神全愛東岡徳佐山石長大愛奈香福和北島福広熊京兵大滋沖  
森野木手田形城島児城玉知馬潟取菓口阜重山崎岡奈国知東山島賀梨川崎分媛良川井歌海根岡島本都庫阪賀縄  
県県県県県県県県鳥県県県県県県県県県県県県県川  県都県県県県県県県県県県県山道県県県県府県府県県  

県  県  

平成15年  

月
 
 
0
 
 
 
0
 
 
 
0
 
 

0
0
 
8
0
 
6
0
 
4
0
 
 

栃福秋長山青岩茨宮新鹿埼高群三島千富静神山岐石東全愛徳愛宮佐山大福北長束岡滋広奈兵和大熊島福香沖  
木島田野形森手城城潟児玉知馬重取葉山岡奈口阜川京国知島媛崎賀梨分井海崎都山賀島良庫歌阪本根岡川縄  
県県県県県県県県県県島県県県県県県県県川県県県都 県県県県県県県県道県府県県県県県山府県県県県県  

県  県  県  

－5－   



160．0  

1400  

120．0  

100．0  

80．0  

60．0  

40．0  

20．0  

0．0  

青愛岩福栃千和埼徳宮岐愛茨山大北三香官需全島京奈群山秋福広静東山兵石鹿新岡滋長佐大島長神熊沖福富  
森媛手島木葉歌玉島崎阜知城形阪海重川城知国取都良馬口 田井島岡京梨庫川児潟山賀崎賀分植野奈本縄岡山  
県県 県県県県山 県県県県 県 県県府道県 県 県県  県府 県 県 県 県 県 県 県都県 県 県 島県 県 県県県県県県川 県県県県  

0
0
0
0
 
 

0
0
 
8
0
 
6
0
 
4
0
 
 

青愛栃福和茨高徳愛千岩崎香大宮三岐京北全群島宮兵奈秋静石東山山山鳥広新岡大長鹿神福滋熊沖佐長福富  
森媛木島歌城知島知乗手玉川阪崎重阜都海国馬取城庫良田岡川京梨形口根島潟山分崎児棄井賀本絹賀野岡山  
県県県県山県県県県県県県県府県県県府道 県県県県県県県県都県県県県県県県県県鳥川県県県県県県県県  

県  県県  

－6－   




